
彰
際
清

『
華
厳
念
仏

三
昧
論
』

に

つ
い
て

(
二
)
(
中

村
)

彰

際
清

『
華
厳
念
仏

三
昧
論
』
に

つ
い
て

(二
)中

村

薫

周
知

の
如

く
、
彰
際
清

は
、
乾
隆
五
年

(
一
七
四
〇
)
に
長
州

に
生

ま
れ
、
嘉
慶
元
年

(
一
七
九
六
)
、
五
十
六
歳
で
還
帰
す
る
ま

で
、
楊
文

会

(
一
八
三
七

一
九
=
)

と
共
に
清
代
末
の
居
士
仏
教
の
代
表
者

の

一
人
で
あ

っ
た
。
既
説
し
た
如
く
、
彼
の
生
涯
に
於
け
る
著
作
は
三
十

五
歳
か
ら
始
ま
り
、
五
十
二
歳
で
終
る
ま
で
の
十
七
年
間
に
集
中
し
て

お
り
、
凡
そ
十
五
篇

の
著
書
を
残

っ
て
い
る
。

今
回
、
考
究
せ
ん
と
す
る

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』
(以
下

『論
』
と
略
)

は
、
乾
隆
四
十
八
年

(
一
七
八
三
年
+
二
月
)
に
制
作
し
、
乾
隆
五
十
六

年

(
一
七
九

一
年
六
月
)
に
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼

の
制
作
↓
再
録

の
間
に
於
け
る
思
想
的
変
遷
に
つ
い
て
も
既
説
し
た
通
り
で
あ
る
が
、

今
、

こ
の

『
論
』
の
構
成
を
見

て
み
る
と
、
先
ず
、
念
仏

の
法
門

を

「多
仏
普
念

・
一
仏
専
念
」
の
二
途
に
分
け
て
い
る
。
続

い
て
五
義
の

門
に
よ
り

「
華
厳
念
仏
三
昧
」
の
意
義
に
つ
い
て
述

べ
、
最
後
に
五
つ

の
問
答
を
設
け
て
群
疑
を
詳
破
し
て

一
乗
に
帰
す
こ
と
を
述
べ
る
訳
で

あ
る
。
以
下
、
順
次
具
体
的
に
五
門
の
内
容
の
加
討
を
加
え
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

一

念
仏
法
身
直
指
衆

生
自
性
門

こ
の
門
は
、
念
仏
の
法
身
が
決
し
て
衆
生
の
自
性
と
か
け
離
れ
た
も

の
で
な
い
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
す
る
門
で
あ
る
。
彰
際
清
は
、

「吾
人
固
有
之
性
。
湛
寂
光
明
。
偏
二
周
塵
刹
殉
諸
仏
別
無
二
所
証
幻
全
証
二

衆
生
自
性
}耳
。」

と
、
諸
仏
の
所
証
と
衆
生
の
自
証
を
証
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
彼
は
そ
の
教
証
と
し
て
、
「
如
来
出
現

品
」
の

「菩
薩
摩
詞
薩
。
応
レ
知
。
自
心
念
念
。
常
有
レ
仏
成
二
正
覚
殉
何
以
故
。
諸

仏
如
来
。
不
レ離
三此
心
一成
三正
覚
一故
。
如
二自
心
幻

一
切
衆
生
心
。
亦
復
如

レ是
。
悉
有
二如
来
一成
三等
正
覚
殉
広
大
周
遍
。
無
二
処
不
7有
。
不
離
不
断
。

無
レ有
三休
息
ご

(
T
10

・
2
7
5
・
b
)

の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

こ
の
部
分
は
、
『
経
』

で
は
出
現

の
菩
提

を

明
か
す
十
門
の
中
、
第
十

「菩
提
は
諸
心
に
普
遍
な
る
こ
と
」
を
明
か

し
て
い
る
箇
処
で
あ
る
。
そ
し
て
、
続
い
て
、

(切
)

「
無

一
衆
生
而
不
三
具
ハ有
三
如
来
智
慧
幻
但
以
三
妄
想
顛
倒
執
著
幻
而
不
三
証
得
殉
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若
離
三妄
想
↓

一
切
智
自
然
智
無
擬
智
則
得
三現
前
一」
(T
10
・
2
7
2
・
c
)

の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

こ
こ
も
、
如
来
出
現
の
意
義
に
つ
い
て
十
喩

を
以
て
如
来

の
十
種

の
大
智
を
顕
わ
し
て
い
る
中
、
第
十

「塵
含
経
巻

喩
」
を
以
て
仏
の
性
通

の
平
等
の
智
に
喩
え
て
い
る
箇
処
で
あ
る
。

以
上
、

二
箇
処

の
引
用
文
を
以
て
、
如
来
の
法
身
に
つ
い
て
述
べ
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
、
今
度
は
如
来
出
現
の
境
界
に

つ
い
て
説

か
れ
て
い
る

「諸
菩
薩
摩
詞
薩
。
不
下
応
於
-二

法
。

一
事

一
身
。

一
国
土

一
衆
生
幻
見
中

於
如
来
加
応
遍
二
一
切
処
幻
見
二於
如
来
殉
仏
子
。
響
如
下虚
空
遍
至
三
一
切
。

色
非
色
処
殉
非
レ至
非
中不
至
加
…
…
」
(T
10
・
2
6
6
・
a
)

の
箇
処
を
引
用
し
、
如
来

の
身
業
は
、

一
法

一
事

一
身

一
国
土

一
衆
生

等
の

一
切
処
に
周
遍
し
て
顕
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
最
後
に
彰

際
清
自
ず
か
ら

「以
二自
心
智
慧
一本
無
二障
擬
-故
。
無
三障
擬
一智
慧
即
如
来
境
界
故
。
此

名
二念
自
性
仏
殉
亦
名
二自
性
念
仏
殉
自
性
念
仏
者
無
二仏
外
之
念
一能
念
二干

仏
↓
念
自
性
仏
者
無
三念
外
之
仏
一為
三自
所
念
ご

と
、
念
自
性
仏
と
自
性
念
仏
と
を
明
確
に
区
別
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま

り
、
念
自
性
仏
と
は
、
念
ず
る
こ
と
の
な
い
仏
は
な
い
の
で
あ

っ
て
、

仏
は
仏
自
身
、
仏
々
相
念
と
し
て
互
に
念
じ
合
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
自
性
念
仏
と
は
、
如
来

の
法
身
と
同
体
の
衆
生
の
自
性
は
仏
以

外
を
念
ず

る
こ
と
は
な
く
、

た
だ
ひ
た
す
ら
仏
そ
の
も
の
を
念
ず
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
仏
と
仏
、
仏
と
衆
生
、
衆
生
と
衆
生
と
が
相

互
に
感
応
道
交
し
合
う
如
来

の
境
界
が
現
出
す

る
の
で
あ
る
。

結
局
、

こ
の
門
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
法
身
の
自
性
を
識
る
こ
と
が
な

く
、
従

っ
て
、
念
ぜ
ら
れ
る
仏
も
究
寛
位
に
入

ら
な
い
と
い
う

の
が
こ

の
第

一
門
で
あ
る
。

二

念
仏
功
徳
出

生
諸
仏

報
化
門

こ
の
門
は
、
念
仏

の
功
徳
は
諸
仏
の
報
化
に
出
生
す
る
こ
と
を
得
る

こ
と
を
明
か
さ
ん
と
す
る
門
で
あ
る
。
彰
際
清

は

二

切
如
来
称
三法
界
量
幻
現
三種
種
身
幻
示
三無
尽
荘
厳
↓
作
二無
辺
仏
事
↓

一
以
三普
光
明
智
一而
為
三其
体
ご

と
、
如
来

の
は
た
ら
き
が
、
十
方
国
土
に
随
順

し
、
虎
空
界
に
斉

一
な

る
こ
と
を
述
べ
、
続

い
て
、
初
会
の
普
賢
の
三
昧

の

一
品
が
正
し
く
仏

の
華
厳
全
体
を
顕
わ
し
、
そ
の
普
賢
も
、

一
切
諸
仏
の
毘
盧
舎
那
蔵
身

三
昧
に
入
る
こ
と
を
明
か
す
の
で
あ
る
。
斯
か
る
三
昧
は

『華
厳
経
』

全
体
に
貫
徹
し
て
い
る

の
で
あ

る
が
、
特

に

「入
法
界
品
」
に
於
け

る
、
徳
雲
比
丘

・
解
脱
長
者

・
安
住
長
者
の
三
善
知
識
は
、
倶

に
念
仏

の

一
門
を
以

っ
て
解
脱
を
得
る
と
し
て
い
る
。

今
、

そ
の
三
善
知
識

の
念
仏
義
を
説
示
し
て
み
る
と
、
先
ず
、
徳
雲

比
丘
は「我

得
二自
在
決
定
解
力
叩
信
眼
清
浄
。
智
光
照
曜
。
普
観
三境
界
鱒
離
一二

切
障
殉
善
巧
観
察
。
普
眼
明
徹
。
具
ハニ清
浄
行
叩
往
三詣
十
方
一
切
国
土
殉
恭
二

敬
供
三養

一
切
諸
仏
幻
常
念
二
一
切
諸
仏
如
来
幻
総
三持

一
切
諸
仏
正
法
幻
常

彰
際
清

『
華
厳
念
仏

三
昧
論
』

に

つ
い
て

(
二
)

(
中

村
)
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彰
際
清

『華
厳
念
仏
三
昧
論
』
に
つ
い
て

(
二
)
(
中

村
)

見
二
一
切
十
方
諸
仏
ご

(T
10
・
3
3
4
・
b
)

と
説
く
。
彰
際
清
は

「
我
得
自
在
決
定
解
力
」
以
下
は

「念
法
身
仏
」

を
明
か
し
、
「往
詣
十
方
」
以
下
は

「念
報
化
仏
」
を
明
か
す
も

の
で

あ
る
と
二
分
し
、
法
身
に
随
順
し
て
報
化
を
起
こ
し
、
法
身
も
所
感
報

化
も
倶
に
別
な
く
無
量
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
故
に
徳
雲
比
丘
の

説
く
二
十

一
種
の
念
仏
三
昧
は
、
三
身
を
具
ハ足
し
た

一
念
相
応
な
る
も

の
で
あ
り
、
従

っ
て
、

一
切
の
諸
々
の
三
昧
を
偏
摂
す
る
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
解
脱
長
者
は

「知
下
一
切
仏
及
与
三我
心
殉
悉
皆
如
占
夢
。
知
下
一
切
仏
猶
如
二
影
像
殉
自
心

如
占水
。
知
下
一
切
仏
所
有
色
相
。
及
以
三自
心
幻
悉
皆
如
参
幻
。
知
下
一
切
仏

及
以
三己
心
幻
悉
皆
如
占
響
。
我
如
レ
是
知
。
如
レ
是
憶
念
。
所
レ
見
諸
仏
。
皆

由
二自
心
ご

(T
10
・
3
3
9
・
c
3
4
0・
a
)

と
説
く
。

一
切
の
仏
と
我
心
は
全
く
夢
幻
の
如
き
も

の
で
皆
自
心
そ
の

も
の
に
よ

っ
て
起
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
彰
際
清
は

「所
謂
無
磯
荘
厳
解
脱
者
。
離
二
一
切
相
一成
二
一
切
相
叩
錐
下然
如
レ夢
如
占
幻

而
亦
不
レ壊
二夢
幻
諸
境
殉
若
不
レ入
二此
夢
幻
法
門
一者
。
便
如
二舎
利
弗
大
目

腱
連
等
一在
二逝
多
林
幻
不
レ見
二如
来
神
力
境
界
ご

と
、
如
来
無
擬
荘
厳
解
脱
門
は
、
夢
幻
法
門
に
入
る
こ
と
で
あ
り
、
も

し
、

こ
の
夢
幻
法
門
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
仏
の
十
大
弟
子
中
、
仏
の
入

滅
以
前
に
還
帰
し
て
い
る
舎
利
弗

・
日
蓮
の
よ
う
に
、
逝
多
林
に
在

っ

て
如
来
の
神
力
の
境
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
同
じ
で
あ
る

と
い
う
。
次
に
安
住
長
者
は

「我
開
二栴
檀
座
如
来
塔
門
一時
。
得
三三
昧
殉
名
二
仏
種
無
尽
幻
善
男
子
。
我
念

念
中
。
入
二此
三
味
殉
念
念
得
レ知
二
一
切
無
量
殊
勝
之
事
ご

(
T
10
・
3
3
6

・b
)

と
説
く
。
仏
種
無
尽
な
る
三
昧
に
入
り
、
迦
葉
仏

・
拘
那
含
牟
尼
仏
な

ど
の
名
を
持

つ
微
塵
数
の
仏
を
見
る
こ
と
を
得

る
と
い
う
。
彰
際
清
は

「此
仏
種
無
尽
。
皆
由
二
普
賢
願
行
所
生
殉
蓋
普
賢
願
行
。
倶
二
以
四
無
尽

句
一而
得
三成
就
ご

と
、
仏
種
無
尽
の
三
昧
も
偏
に
普
賢
の
願
行
で
あ
る
四
無
尽
句
に
よ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

結
局
、

こ
の
門
は
、
仏
の
功
徳
を
念
ず
る
所
以
に
つ
い
て
、
無
量
の

報
身

・
報
土

・
及
び
化
身

・
化
土
を
念
ず
る
こ
と
を
明
か
す
と

い
う
の

で
あ
る
。三

念
仏
名
字
成
就
最
勝
方
便
門

こ
の
門
は
、
念
仏
の
名
字
に
よ
り
、
最
勝
の
方
便
を
成
就
す
る
こ
と

を
明
か
さ
ん
と
す
る
門

で
あ
る
。
彰
際
清
は
自
ず
か
ら

「夫
法
身
無
朕
。
仮
二干
名
而
法
身
一顕
の
。
報
化
無
辺
。
縁
三干
名
而
報
化
一

該
の
。」

と
述
べ
て
い
る
。
名
の
尊
い
こ
と
、
そ
し

て
、
如
何

に
衆
生

に
と
っ

て
、
ま
た
、
仏
に
と

っ
て
も
名
号
が
大
事
な
意
味
内
容
を
持

っ
て
い
る

か
を

「須
弥
偶
讃
品
」
、
『
文
殊
般
若
経
』
な
ど
に
よ
り
明
ら
か
に
せ
ん

と
す
る
の
で
あ
る
。

先
ず
、
「
須
弥
偶
讃
品
」
に
は
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「寧
受
二地
獄
苦
一
得
レ聞
三諸
仏
名
一
不
レ受
三無
量
楽
一
而
不
レ聞
三仏
名
一

所
以
於
二往
昔
一
無
数
劫
受
レ苦

流
二転
生
死
中
一
不
レ聞
二
仏
名
一故
」
(
T

10
・
83

・
a
)

と
あ
る
。

こ
こ
は
十
菩
薩
の
偶
讃
の
十
段
の
中
、
第
八
番
目
の
真
実
慧

菩
薩
の
偶
文
で
あ
る
。
今
、

そ
の
内
容
を
鑑
み
る
と
、
諸
仏
の
名
を
聞

か
な
け
れ
ば
、
無
数
劫
の
間
生
死
の
中
に
流
転
し
続
け
、
ま
た
苦
を
受

け
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
も

し
、
衆
生
が
苦

か
ら
解
脱

し
、
無
量

の
楽
を
受
け
ん
と
願
う
な
ら
ば
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
仏
名
を

聞
き
続
け
て
い
く
の
み
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『
文
殊
般
若
経
』
に
は

「欲
レ
入
三
一
行
三
昧
幻
応
下
処
三空
閑
一捨
中
諸
乱
意
加
不
レ取
二相
貌
一繋
二心
一

仏
-専
称
三名
字
殉
随
三仏
方
所
一端
二身
正
向
殉
能
於
一
仏
念
念
相
続
。
即
是

念
中
能
レ見
二過
去
未
来
現
在
諸
仏
ご

(
T
8
・
7
3
1
・
b
)

と
あ
る
。

こ
れ
は

一
行
三
昧
に
入
る
た

め
に
は
、
心
に

一
仏

を
繋
留

し
、
専
ら
諸
仏
の
名
字
を
称
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
仏
名
を
念
じ
る
と
い
っ
て
も
、
衆
生
に
と
っ
て
、
そ
の

仏
名
の
内
容
が
明
確
に
な
ら
な
け
れ
ば
念
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
筈
で

あ
る
。
そ

こ
で
彰
際
清
は
、
仏
名
の
数
と
無
量
と
い
う
こ
と
に
著
目
し

て
次
の
二
文
を
引
用
す
る
の
で
あ
る
。

「兜
率
偶
讃
品
」

の

「
以
レ
仏
為
二
境
界

一
専

念
而
不
レ
息

此
人
得
レ
見
レ仏

其
数
与
レ
心
等
」

(
T

10

・
1
2
3
・
b
)

の
偶
文
と
、
「賢
首
品
」
の

「若
能
念
仏
心
不
レ動

則
常
観
二見
無
量
仏
一
若
常
観
二見
無
量
仏

則
見
二

如
来
体
常
住
こ

(T
10
・
73
・
a
)

の
偶
文
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
(◎
印
筆
者
)

彰
際
清
は
こ
の
二
文
に
つ
い
て

「前
偶
論
二持
名
↓
故
言
レ数
。
後
兼
三報
化
-以
徹
三法
身
殉
故
言
三無
量
ご

と
解
釈
を
加
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
持
名
に
対

し
て
数
、
法
身
に
対
し

て
無
量
と
い
う
具
合
に
区
別
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の

数
と
無
量
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
有
量

の
数
と
離
量
の
数
と
い
う
表

現

で
以
て
説
明
を
加
え
、
就
中
、

一
仏
を
念
ず
る
こ
と
は

一
切

の
仏
を

偏
摂
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
故

に
仏
の
名
が
無
量
に
説

か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
飽
く
ま
で
も
仏
徳

の
無
量
な
る
こ
と
を
顕
わ
さ

ん
が
た
め
で
あ
る
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
が
も
し
単
な
る
無
量
と

い
う
こ
と
だ
け
に
終
止
し
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
衆
生
に
と
っ
て
抽
象

的
な
も
の
と
し
て
し
か
受
け
と
れ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

あ
る
。
従

っ
て
、
そ
の
無
量
は
ど
こ
ま
で
も
唯

一
無
量
な
る
仏
名
を
意

味
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

如
上
、
更
に
彰
際
清
自
身
、
『
阿
弥
陀
経
』

で
説
か
れ
る

「
執
持
名

号
」
、
「如
来
名
号
品
」
で
説

か
れ
る

二

如
来
名
号
。
与
三法
界
虚
空

界
一等
L
な
ど
に
よ
り
、

「持
三
一
仏
名
叩
全
収
二法
界
殉
全
法
界
名
。
全
法
界
収
。
非
二過
去
幻
非
一現

在
殉
非
二未
来
殉
亦
非
二南
西
北
方
四
羅
上
下
。
十
方
三
世
幻
当
レ念
無
レ余
。

彰
際
清

『
華
厳

念
仏
三
昧
論
』

に

つ
い
て

(
二
)
(
中

村
)
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彰
際
清

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』
に
つ
い
て

(二
)
(中

村
)

不
レ歴
三刹
那
↓
成
仏
已
寛
。」

と
結
論
づ
け
て
い
る
。

以
上
、

こ
の
門
は
、
諸
仏
の
名
字
を
念
ず
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
既
に

最
勝
の
方
便
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

念
毘
盧
遮
那
仏
頓

入
華
厳
法
界
門

こ
の
門

で
は
、
毘
盧
舎
那
仏
を
念
ず
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、

そ
の
ま

ま

『
華
厳
経
』
の
始
終
が
念
仏
を
離
れ
て
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と

を
明
か
さ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
彰
際
清
は
、
先
ず

「
世
住
妙
厳
晶
」
の

文
を
取
意

し
て

「十
方
諸
大
菩
薩
及
天
龍
神
鬼
所
説
諸
頗
。
各
出
三自
証
法
門
叩
以
二如
来
果

地
一発
二人
信
解
幻
令
レ
入
三念
仏
三
昧
殉
自
是
説
。」
(
T
10
・
1
・
b
)

と
、
諸
善
万
行
す
べ
て
各

々
自
証
法
門
よ
り
出
ず
る
こ
と
に
違
い
は
な

い
が
、
そ
れ
は
結
局
念
仏
三
昧
に
入
ら
し
め
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
の

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
十
信

・
十
住

・
十
行

・
十
廻
向
の
菩
薩
の
階
位
の

修
習
に
於

い
て
、
就
中
、
「
十
地
品
」
で
は
、

一
地
を
歴

る
毎

に

「
不

離
念
仏
念
法
念
僧
」
(T
.
10
.
1
8
3
.
c
)
と
い
て
い
る
。

こ
れ
に
よ

っ

て
、
菩
薩
道
全
体
も
た
だ
念
仏
を
以
て
本
行
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
普
賢
の
十
大
願
中
、
第
八
願
で
あ
る
常
随

仏
学
の

一
門

の

「如
二
此
娑
婆
世
界
弔
毘
盧
遮
那
如
来
。
従
二初
発
心
殉
精
進
不
退
。
以
二
不

可
説
不
可
説
一身
命
而
為
二布
施
ご

(T
10
・
8
4
5
・
b
)

の
文
に
よ
り
、
仏
と
仏
道
と
は
不
同
で
あ
り
、

仏
陀
釈
尊
の
因
地

の
修

行
も
如
来

の
果
地
と
何
ら
異
な
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
即
ち
、
本
師

と
初
発
心
時
等
に
異
な
り
の
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
『
華
厳
経
』
の
特
徴
は
、
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』

の
経
題
が
示
す
が
如
く
、
仏
の
自
内
証
そ
の
も

の
を
単
に
方
便
を
用
い

る
こ
と
な
く
開
現
せ
ん
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
今
、
体
と
用
と
で
示

せ
ば
、
そ
の
体
は
大
方
広
仏
の
法
で
あ
り
、
用

は
華
厳
の
菩
薩
道
と
な

り
、
そ
こ
に
体
に
ょ
り
用
を
顕
わ
す
べ
き
仏
そ
の
も
の
の
相
が
現
わ
れ

る
の
で
あ
り
、

そ
の
仏
が
外
で
も
な

い
毘
盧
舎
那
仏
で
あ
る
。
故

に

『華
厳
経
』
で
説
示
さ
れ
る
仏
と
い
え
ば
、
諸
仏

の
中
で
特
に
毘
盧
舎

那
仏
が
主
と
な
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
る
に
、
彰
際
清
は

「是
知
三諸
仏
法
界
。
偏
摂
偏
融
叩
弥
陀
全
体
二遮
那
極
楽
一不
レ離
三
華
蔵
一

随
二衆
生
心
殉
見
三各
不
同
幻
而
仏
本
来
常
不
動
故
。
故
末
巻
即
以
三
回
向
極

楽
一終
レ之
。
具
ハ如
三後
文
所
説
ご

と
述
べ
て
い
る
。

結
局
、

こ
の
門
は
、
阿
弥
陀
仏
と
毘
盧
舎
那
仏
と
が
同
体
で
あ
り
、

極
楽
世
界
も
蓮
華
蔵
世
界

と
離
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
共
に
衆
生
心
に

随
う
と
い
ヶ
点
で
不
同
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五

念
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
円
満
普

賢
大
願
門

こ
の
門
は
、
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
こ
と
が
同
時
に
普
賢

の
大
願
を
成
就
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か

さ
ん
と
す

る
の

で
あ
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る
彰
際
清

は
、
「普
賢
行
願
品
」
の

「普
賢
の
十
大
願
」
が
詳
細

に
述

べ
ら
れ
た
後
の

「唯
此
願
王
不
三相
捨
離
殉
於

一
切
時
。
引
三導
其
前
相
一
刹
那
中
。
即
得
レ

往
二生
極
楽
世
界
ご

(T
10
・
8
4
6
・
c
)

の
文
を
取
意
し
て

「是
経
専
顕
二砒
盧
境
界
幻
云
何
必
以
二
極
楽
一為
レ
帰
。
蓋
阿
弥
陀

一
名
二
無

量
光
一而
砒
盧
遮
那
此
翻
二光
明
偏
照
殉
同

一
体
故
。」

と
述

べ
て
い
る
。

っ
ま
り

『華
厳
経

』
は
、
本
来
、
毘
盧
舎
那
仏
の
境

界
を
顕
わ
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
極
楽
と
同

一
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
阿
弥
陀
仏
を
無
量
光
と
名
づ
け
、
毘
盧

舎
那
仏
を
光
明
遍
照
と
名
づ
け
て
い
る
が
如
く

一
体
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
故
に

『
華
厳
経
』
に
於
い
て
極
楽
世
界

に
往
生
す

る
と
い
っ
て

も
、
決
し
て
毘
盧
舎
那
仏
の
境
界
と
離
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

彰
際
清

は
、
更
に

『
起
信
論
』
の
最
後
の
文

の

「謂
専
念
三西
方
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
殉
所
レ修
善
根
。
回
向
願
三求
生
二彼
世

界
殉
即
得
三往
生
幻
常
見
レ仏
故
。
終
無
レ有
レ退
」
(T
32
・
5
8
3
・
a
)

を
引
用
し
、
毘
盧
舎
那
仏
の
報
土

は
、
二
乗

の
凡
夫
接
引

の
分

は
な

く
、
而
も
極
楽
は
則
ち
九
品
の
分
張
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

阿
弥
陀
仏
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
四
十
八
願

を
以
て

一
切
衆
生
を
摂
取

し
、
時
を
移
さ
ず
、
処
を
易
せ
す
し
て
任
運
に
往
生
す
る
と
い
う
の
で

あ

る
。
ま
た
、
「
普
賢
願
行
品
」

の

「
到
己
即
見
阿
弥
陀
仏
。
文
殊

師

利
菩
薩
。
普
賢
菩
薩
。
観
自
在
菩
薩
。
弥
勒
菩
薩
等
。
此
諸
菩
薩
色
相

端
厳
。
功
徳
具
足
。
所
共
囲
逡
」
(T
10

・
8
4
6
・
c
)
の
文
を
引
用
し

て

次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
『
華
厳
経
』
に
於

い
て
主
要
な
位
置

に
あ
る

文
殊
.
普
賢
.
観
自
在

・
弥
勒

の
諸
菩
薩
は
皆
な
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世

界
に
囲
邊
す
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
妙
智
観
察
は
我
心
本
具
ハの
浄
因
を

明
か
す
た
め
文
殊
を
首
と
し
、
大
願
荘
処
は
本
具
ハ
の
浄
果
を
明
か
す
た

め
普
賢
を
次
と
し
、
観
音
弥
勒
は
次
補
弥
陀
次
補
釈
迦
と
な
り
、

二
聖

同
会
に
し
て
、
浄
土
の
正
因
と
極
果
を
顕
わ
し
、
楽
那
華
蔵
が

一
つ
に

な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

如
上
、

こ
の
門
は
、
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
こ
と
で
あ
り

結
局

『
華
厳
経
』
も
極
楽
往
生
を
以

っ
て
帰
趣
と
な
す
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

以
上
、
五
門
の
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
も
し
、
禅
浄
融

合
、
台
浄

一
致
、
教
禅

一
致
と

い
う
こ
と
が
い
え
る
と
す
れ
ば
、
彰
際

清
の
こ
の

『
論
』
の
説
は
ま
さ
し
く
教
浄

一
体

の
説
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
五
問
答
は
次
回
に
譲
る

こ
と
と
す
る
。

註
、
「
華
厳
念
仏
三
味
論
」
の
出
典
は

(卍
続

一
・
2
・
9
・
1
・
85
右
上

87
・
左
下
)
で
あ
り
一
々
の
箇
処
は
略
し
た
。

(同
朋
大
学
講
師
)

彰
際
清

『
華
厳

念
仏
三
昧
論
』

に
つ
い
て

(
二
)
 (
中

村
)
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